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【課題の概要】 
本研究は、応募者らが開発した、単層カーボンナノチューブ

を結晶欠陥密度の大小で分離精製する技術を発展させるとと
もに、新たに結晶欠陥を修復する技術を開発して上記分離技
術と組み合わせ、結晶品質の優れた単層カーボンナノチュー
ブを創製することを目的としている。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
カーボンナノチューブの結晶欠陥修復という新しい技術を

創成できるとともに、理論予測と実験結果の乖離が大きかっ
た単層カーボンナノチューブの電子物性研究を加速し、同物
質の物性に関わる確かな学術基盤を構築することが期待でき
る。また、将来のナノスケールの電子素子の実現に利用可能
な知見を創出することが期待できる。 

 




